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 GPS等による地殻変動データに基づいた解析が進むにつれ，微小地震活動から推定した固着域と 

back－slip 分布との間に系統的なずれが目立つようになった。第１図にこれまでに提示された back

－slip 解析の結果と微小地震による固着域の推定結果との比較を示す。 back-slip 解析に用いられた

データの種類と期間は以下のとおりである。 

 (a)水準(1972－1984)および歪(1977－1988)  ：Yoshioka et al.(1993)1)

 (b)水準および光波測距(1978－1997)     ：平原ほか(1998)2)

 (c)ＧＰＳ(1995－1996)           ：国土地理院(1998)3)

 (d)ＧＰＳ(1997)              ：鷺谷威(1998)4)

 それぞれについて若干の差異はあるが，いずれの場合も back-slip 分布の方が推定固着域に比べて

遠州灘およびトラフ側に延びてひろがっているように見える。 

 第２図は，このずれを説明するために，固着と back-slip の関係をイメージした図である。ハッチ

部分を固着域とし，これよりもトラフ側のプレート境界は固着していないと仮定する。プレート境

界面が傾いていること，かつ，トラフはフリーな境界であることから，固着域をはさんで内陸側と

トラフ側は力学的に非対称となる。この状態で下盤を沈みこませると，固着域の直上部にある上盤

が引き摺られると同時に，これよりもトラフ側にある非固着域の上部側も一緒に引き摺られること

になるだろう。地表の地殻変動から解析される back－slip 分布が上盤の引き摺られ分布を表現する

ものであるとするならば，求められた back－slip 分布は，本来の固着域を含み，これよりもさらに

トラフ側へのひろがりを見せることは自然であると考えられる。 

(松村正三） 
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第１図 バックスリップ分布解析結果と推定固着域（影部分）の対比。ａ：Yochioka et al.，ｂ：平

原ほか，ｃ：国土地理院，ｄ：鷺谷，それぞれに加筆。ａとｂの破線の囲みはバックスリ

ップ量 3cm/年以上の部分。 

Fig.1 Comparison between the analyzed results of the back-slip distribution and the inferred locked zone 

(shaded). a:Yoshioka et al.(1993), b:Hirahara et al.(1998), c:G.S.I.(1998), d:Sagiya(1998). The 

area back-slipping greater than 3cm/y is enclosed by the broken line in the figures a and b. 
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第２図 固着域とバックスリップの関係をイメージした図。小さい矢印は上盤の引き摺られ（バックスリップ）分布を示す。 

Fig.2 The back-slip distribution caused by the locked subduction. Supposing that only the shaded part is locked under a steady subduction, the distribution of 

dragging on the overriding plate is expected to extend toward the trough axis. 
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